
3事

1る寄託富島

和憶持111県公まお聾員会は、自月 1認かi">:;乾艶箔室をはじめとす

る市内会聖書道路に、あらたに次的夜道規制を行なうととを告

示、平塚署警察署は広報ひらつかσ7発行とときを隠じくして、

安至宝指連事と違反橋発を笑施に『っす方針です。あたbしい規

制では、病弱務自街地区杭霞豆主に究室宮ずる道路で右折禁止地

点を多数指定し充当まか、予Jli!e!童話車の新総商'"街区域の国道

ハJコ滋入ぞ一方で禁止するなど、京浜なみ的規制を行なった

ほか、中安茸m置をとおる務停南f甲車車(南東溜り)の嶺落小

小前夜空室点からF朝関連主主歩道までのほぼ盈識と、うlEf濁E霊祭欝

胃加、"'e器入のト冨タ自童話車曹司までの閣をいずれも壬笠宮古'JIこ駐

車禁止としました。察野県道金扇溜腐を缶下河原がち察邸入口

をまでも、今鎖的規街応よって議電車禁止、駐車禁止区成となり

をすした。また市民センタ}曹君、繁華聾小前号君主演ゴム前などお

か所に横断歩苦闘精設されるなど、市内のヌ滋規制は一段と

きびしいものとなりました。平野被察としては、獄増する夜

道事故を防止するためにはやむを得ない規制だとい夜返事

故かち毒事い人命を守るために運転者，歩行者とも、交通のJレ
ーんを尊重していってほしいと強調してい宮ず。今固め規制

内容は次のとお担、

鰯指定方向外進行欝i主・いずれも思惑 1号織と交遊する惇水

道焚題点@大門主主り夜主吉宗 e花主霊前夜皇室点・高号車立洋服宮前交

差ヰヨ.)¥号入樫ぷ車製パン重量揮青百@潟入#ーと産業KK書官で右折禁

止とー怒国道を横断する獲lJlllを鍛iとしたものot罫績と中県湿

りがま提議する郵便局部では大鰐方弱からくるヌ滋型車続的箇践

を禁止し、短期パス以仰は今後常時新街路苫衝を王室溺できな

いととになりました。今後京浜方面へむかう定期主賓ドラ'"ク

@童話泊パスなどはすべて、中史地下道経自で沿岸へj出るか、

緊善小言力交差点からう邸閣議で馬入鑓あるいは厚木方間人ぬ

行るととになります。(罫日間参照〕

@察聖子県道金百濁癌街内 800M題。

@マ重量野県道金Eヨ濁后街内 800M閥、マ罪性持関

仲線紫誇小南I焚量全点から源開遊歩送路までのl.60 OM筒(

m品納T 苫串噛掴寸広帯輯1、v崇替lj'吉古から馬入トヨタ自

r. 600 
Mo 
趨横顔歩道@マ留選 1号線市民センヲー吉号、杉村喜草笛方的、

民会:監査陵部、マ務埠溺仲線前向溜制廃盲君、香I11呉淑E宮前、高

橋霊諮安感官民崇務lJ'吉官、 V溜道ろ翻線日野呂豊百車前、宗主主察

機前、横浜田藤吉官、丸趨自動車前など12tJ、所、マ探滋霊草野線

横浜ゴム官官、重量由主童書号、そσ7他震研樹、緊土語宅約分E臣官官、中

原小吉昔、信用金開須玉吉茨猪書官、平塚自童話車線留所前など]4か
所。

9伽

郵便席前交驚点の信号機に賞選を禁止する標識がつけられた。定型国パスを除〈すべての

大望書撃は、 ζ 為からe!l滋?号線をとおれない・・友の図!こ示した各交霊点では布折が会面

的に禁止され矢印の方向{こしかまをれなも、。
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したのとσフほか湖南平に展鏡台をつ

くる予算、広報無輔罷第2次新設工事

費 、びわ排水路改修工事襲、八 幡

山公関繋矯鏡、城島公使館哲哉工事

曹、井鎚fう墨書大野出張所移転問地質収

援なども予算%しました。

今顕在車輪車主明収益増加

分7270万円、問税時限

分4367万円、富黒め支

出金3754.万円、使用制手数斜 752万
円などを財源に i告書6270万円を追加

しました。とれによって今年度一般

会計次予算額は、 26畷4076万円とな

り、存在年隠腐を乙億2838万円上苦 わ

る額となりました。今回向車民四次補

正に4 って、}般会計内の予害事柄成

は次のとおりとなりました。

圏歳入予算

行7税ゐ…-…-… ..12告書8003万円

地方夜N税….....，.......・1042万円

分出金負制金....，....・ 873方向

問問料7数 約 .....1億3496万円

盟主町支出金 日 ~;住吉3019万円
潟支出金… 0・ 、'"・ 1傍 0376万円
尉産収入・....・..........231万円

寄 H金…".・ a・-… 50W円
繰越金…......… ....2070万円

諮収入......…ぃ ワ億2135万円

問債.，....‘..........1鵠 2320万円

※項目時fJ予算。七歳入総額に対する出

掛ま¢打7税48.596、②競輪第綻古収益

ぞ中Jひとする諾Wλ27.296、③使用

純手数鴇 5.196で、自主財源の合計

は80.9%にのぼり前年間期にくらべ

9.576の上界壱示しましたっ(jf毘軍

支出金は8.7%... ⑤県支出金3.9%、
⑤了τ債 t土 4.7%などで、財源構成は

堅実さをみせています。

纏歳出予算

議会議・“一 4672方向(1.89百J
総務聖堂ー A!侯4011方向(16.6%)
民生龍‘・ 3儒 0567万下弓 (11.69出〕
衛生費… f官事3693方 向 (9.09出〕
併働索… … 5753方 向 (2.29百)
差呈柿がC

産業野・ ".2億310占万円 (8.7%)
商工費…ぃ 6944万 円 (2.6%)
土木費…日皇室9732万 円 (22.65出〉
消防讃 ...・・ 6648万 円 (2.5%)
叡膏費… 4億7981万F弓(18.29百j

公憤欝 …6118万丹 (2.39出)

諸支出金......4650万円(.I.8%)
予備費 ………200B巴 (0.1%)

※以上の歳出予宮撃を性質号111こみます

よ串設費など投資的と目される経費

は 12億2543万円で蔵民総額ぁ46.4%

ζ れに対月一る消霊望的経費は人付費1J'
7億3475万 円 (27.85出)、物件費そ

の他がA億 怜45万 円 05.4%)とな

ります。投資的経費はとの日月期に

おいて、お年度47.9%、39年度49.9
%、 40年 度46.4%で今年度やや軟佑

しましたのれど、 30%台といわれる

全国平均をいぜんとえるものでひき

つづき自主財源に支えられた積盤投

骨の姿勢をとっていますo

翻串4次橋正予算で言fょした怨設事

業は次のとおりですG

E総務費関係JCI広報無線装翠第2次

新設串支 Bか所分 575万円(大聖子

85 

道路など

ささの9月市議会定例会で、仁年度第 4次禍正予怖が成立、一般会晋rl己 i億6270方向、特別

会計;かを合主宰すると 5憾72557三円の培額iJ!きをまりました。今期絢誌によって平塚市広一般会計

は26主主台に、一般特間全会計を合慢した予算規模は73億円台に遠しました。前年間続を 8億60

OG万円以上よみまわる数字で、}般会計内の投占的経費(連殺事警〕はいぜん43%G円高車を芳夫しま

す。布告正問重々は土木費て九今期7500万問をま官額しました。 ζれは一般会計今期補正嵩買σ)46%を
とえる数守ですc

市内第 2蓄包の立体交遊地下道が{まられる新設の八播須賀線引中央地下選より

大害な規模で 42年度までに完成させる予定だ。

地区4か所、旭・金g・霊童m.押

印へ各]か所を併設、注1鉄新斡綴

までを放没頭内に入れるもの)②

庁舎自転車損壊培設35万円3

f民主主翼関係lCDifi犯灯設置費約万内

，位戦没者慰

し 490万円、②薬剤散布車

ごみ収集車議ス費追加25万円。

〔労働環〕①失業対策事業費に追加25
!万円(共ち奇襲@労JJ費)。

4 

の福間Jに野外ステーシをつけよう

というもO}O来年替のシーズンま

でにつくる予定)、③金自衛態街

街路灯補助13万円 (49.草分の10分
的 1)。

〔土木裁関係〕む首路新設設問事業に

1223万円を追加(寺田縄飯島線放

昭 418m.Ll!下下回線諦袋26れm・

食肉センタ一入戸線新設 270m.
小嶺ニニクコ域椋改良 120田@大野地

内向寝屋雪地雷収 382平方m'田村

条件道精とこと郡東宮線測量設委託料

などJ。
②コホ路橋りょう新設改良費に迫力日

693万円(慰延公夙線コンクリ品

ト橋新設 2，5m>く2'"、月7・Fす み

矯改修設計委託料 aびわ排水路改

修守2m.分など)

など守 ζのうち八幡須賀線の立保

炎拝は目下国鉄と協議中のもコ0)で

明41年度から2か年で本搭的な工

事にはいり、中明地下滋に炊いで

市内2番目の立体交芽滋とする言十

ill!loとの滋路は富吉鉄 129号線'"、b

日産車体の東揖で馬入工業団地内

をとおり、eID道 l号線と交弄閤鉄

を立体交#でとおって競輪場まえ

か hまっすぐ梅市へぬ行須賀町航

主主灯台下で務用ドライブウェイに

接続するもの。完成のあかつきは

経揖効援の大きい道筋となる予定

ですo

3万平方聞のF目地胃加を行なう八

申書神社土屡線は、沼地区と市街地

は当由:諸分一γ旭小学校簡を完成さ

せるととになっているため今題担

小学高Eから平塚寄り河内大排水路

までの沼地震収 を行なうもの。

④都市公溺撃備費に詔加 458万円

(八橋山公開広場毅備・須駕漁港

緑地帯的外櫛と苦室蘭工事@各公頭

の遊具*銀灯設匿など)、⑤公蛍

住宅要務署係に追加 207万円(田村

宮の前回完封足童誼公民高繋備・泊地区

出縄叶谷住宅部地取H道路慈錦、

万EE員」軍部地住吉噌銭設費増額59戸
分、間関地謹室蘭畏植樹など穀帰)

心持l1o費関係〕①持寄る月署出張所移転用

地買収 147万円(東中原図砲にあ

る大町出張所をさらに北部約神田

横内申宇路東寄りに移転するため

346平方開次街地を苦宜保するもの〉

②海岸に16，箆 e馬入コ士望書団地こ 8
基の県営消火せんを新設55万円。

E教育設関係〕任淑隠ノj吋"地開収費 1
57万円(設国有星野岱儲地分 772平
方四分〕、②商業高校選蔵品整備

蓄を7?，万円(l/霊土@祭壇仕上げ工事

〕、③減島公民館新設264万円 f
木造平家鐙齢J3;'っ平方mの公民主置

を新設するもの、築会主・会議室

.;;帯留究室・調理主芭・事務室主・管理

人窓各 1・和宣言 2からなり現在設

計中、神白公民書官級のものをつく

る予定で、連設地味は4、鍋島青年

会場あと)、④桃浜硬式隠球湯コ

ート宅手術工事費30万円(6知)

〔諾支出金書高級〕①土地以得費2127万
円(平塚大級言語岸線換地用地等質

収察本年度分)。

税総事業の売り上げ幣

i特別会計j加にともない{滝会計に

3隠9023万円の犬猫な

追加を行なったほか、簡易木選・都

行，e史浩・農業共済@下水道に 200万
から 700万円台の存者正を行ないまし

た。今回目官官廷によって各特別会自

の予算額は次のとおりとなりまtした

繍会計JlU予算額(特別会計)

続検事業会計 27億4265万円

院潟事業会計 15億4813万円

留民健康保険会計 i億2960万円

留保診療所会副 338万円

儲易水道会計 2213万円

I億 0375万円

2955万円

3859万円

※以ょのうち拶給事業は 4億 円 〉 競

熊事業は2億円あて帯百年間拐をよま

わり事業は好識ですo

綴特別会計の補正予算のうちおもな

点は次のとおりです。

競輪事業資]車券発売収入の指加に

よって今期3

総書量終儀費を計上しました。 ζれ

によって競輪事業会計は27億4265
万円の宇野額となりました。今期

閉まにおいて、 ζ の会言十から一般

会計「ノ財源になられる収益金は70
65万円ζ え今年度 4値目440万円と

なりました。

〔重量椋水産量豊毅〕己E食肉センター毛主設

霊雪道E口 147万円(県営水道弓江主み

日3加分〉、②漁港維持繍修費にlE

nOl90万円(砂防援@導o1tl定玉石
町中づめ工など)、③補助金5つ万

円(野莱共同県荷所新設帯'f'fJlと

う分@牛乳冷却機新設伺助3か所

分 e膨張主出救命いかだ設践補助4
4国分〕。

(室街路整備寧業態に追加3239万 円

八椴須宰車線立体役芳斯設畿のー一部

τ事費1500万悶@文佑踏切立体:五百

斧北側取Hr~舗装48m分・平塚海

唱大機線続長 12(Jm分・八幡:T業

団地 4号線築造 150m分 e 八幡神

社土屋線用地買収 20000平方m分

〔都市改造事事罷費)CI区甑整理事業費

とおり、金百111と去)11の合流宗で | に 881，奇問を追加(~入排水時新
橋制、け、 j膨れ学校訓惚均、すめ| 設 130m・白フ{相公E時備工事、

〔溺ヱ爽関係〕①臣官南平展望台車設費

360万円(湘南平東端の砲台あと

に鉄筋コンクート約針。平方聞の

床面積をもヲ授霊訪臨設をつくりそ

て根拶隠窓猿段高百十マ踏に接続、 ; 街路築i省工事などJ。

ヰ母帯は根坂簡の日間丘を切り返し I (下水道事探索]公共下水遊撃鍛事業

でとおって中沢橋で十宇路をつく [ 費に 640万円(管きよ布設にとも

る予定。とのうち新子IJ富士設計溜で i なう物ftr移転補償料など}
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昭和40年 10月 15日

ーバシ

量購泌慶喜罰髭器量盟観祭器詔輯措置輯i'f!覆昆喝盟麗

大
そ
う
じ
て
害
虫
の
越
冬
拐
さ
つ

国年隠 昭事自4昨年 ω才まで 年金受給
生年月日 始当時 4月l日 (資穣 格期間

の年令:現在年令 の期間 み立て期間)

S 5.4.1-S 4.4.2 31才 35才 25年 24年

S 4.4.1-S 3.4.2 32才 36オ 24年 23年

S 3.4.1-5 2.4.2 33オ 37才 23年 22年

S 2.4.1-Tl5.4.2 34才 38オ 22宇 21年

T15.4.2__:Tl4.4.2 35オ 39オ 21年 20年

T14.4.1-T13.4.2 36才 40才 初年 19年

T13.4.1-T12 .4.2 37才 41才 19年 18年

T12ιl-Tl1.4.2 38才 42オ 18年 17年

T11.4.1-TlO.4.2 39才 43才 17年 16年

T10.4.1-1 9.4.2 40才 44才 16年 15年

T 9.4.1-T 8.4.2 41オ 45才 15年 14年

T 8.4.1-T 7.4.2 42:;1 46オ 14年 13年

T 7.4.1-T 6.4.2 43才 47オ 13年 12 ip 

T 6.4.1-T 5.4.2 44才 48才 12年 11年

T 5.4.1-T 4.4.2 45オ 49オ 11年 10年又は7年

T 4.4.1-T 3.4.2 46才 50才 10年 10年又は7年

T 3.4.1-T 2ι1 47才 51才 9年 10年又は6年

T 2.4.1-M45.4.2 48オ 52才 8年 10年又は5年

ぜ45.4.1以煎 49才 53才 7年以下 10年又は4年

グ〕トプ。チクm相談ごをを

88 

劇 場
10月 17日 あき8.30分

平塚スカラ座

次 回 は11月21日紅谷底

料金30内



(7) 昭和 40年 10月 15臼 lA報 ひ 島コ 場亡〉

:1iZ11Fiiij苦言語i!?!?iiliii盤投

設立i討×詰121ig!?i知識草
川 bd左足鰻和長君主主蓄量z
i11iF22ii時鞍繍ドー初日三警妻子く

d内け葬で21のiぃ下翻誤認出品3子

:i ji!;;;!???;!??121i;iloFijil:i撃

予関連射巡田1111111111111111111111111

インフルヱシザ
衛生課は、/')e白書書音声でインフルエン

ザの予防援覆を巡回します。該苧'J詰
をお近くの会審へおつれください。

撞対象兇 e①生後3カ月以上就学戦

までの乳Y，JJ~泡(ノ'j\~量生・中学生・
保育所・幼稚閣は寺吋受または濁で

します)…E回接種〔非鯵f)

@一枚成λN・2間援蟹(1回 100
円〕

滋i盤毘倍程

〔第 1函巡函)

11f'l1白金目小学校土屋小学校

豊田公民館

9 2白金回公民館岡崎公民館

城 島d可戸綬

.(/ 4.日八橋公民館 I百四之宮公

53館
?- 5日t'J! 公民館宮沢ノj、学校

?- 6日 神 田 公 民 館 松 原 公民館

?- 8 B中原小学校南原公箆館
?- 16日花水公民館

~ 17日富士見公民館

~ 18日須賀公民館

?- 1 日目見~f.j台武道場
(第 2回
11月日臼

ンアル ンザ
置園田商品掴岨司低温描画通商置制盛曙~~蝿刻展事問園田

11月 In白金田公民館岡崎公民館

城島小学校

グ IIB八熔公民館[百四之宮公

民館

? 12白羽公民館宮沢rJ'¥!苦手校

?- 13白神田公民館松原公民館。15日中原小学校窮鼠公民館

ク 24臼花水公民館

イひ 25B富士見公民館

。26白須賀公民館

? 27臼見附合主主道場

灘時間・各会場とも午後 Iff寺3パ分~

3持まで。

盟注意・次の人は、インフルエンザ

予防接寝を受けないでくださいo

A鶏卵を食べると発熱・発しん・ぜ

ん怠・下痢・はさ気などをおこす

異常体質め人

そσつ他内織に著書しい要常のある人

C糖尿病患者、かつげ患者、いちぢ

るしい病後衰弱者、胸腹りんば休

震の疑レ可)，ちる人

生ワクチン

伝漁料小児マヒの主主ワクチンr7:投与

もlil<回実廊し昔す。次久該当}告をお

もちのお宅では母子手憶をお悼ちの

うえお1ftくれ会場へ。無潤です。

麹対象児.a;昭和~9年 7 月 1 日 -40
年 1月31日までに生れたヂ(今回

2沼怠の版F1J)

②昭和4.(1年 2月 1日-40年目

白までに生れた乎(今回 l箆

③昭和初年4月 1B-29年日月初

日宮、でに生れた苧で、生後3カ刃

了していない省

際巡回日程

1れ月19日金包小学佼土沢農協

~ 2f)日J:[¥公民館金自公民館

ク 21日夜泣く公民富宮城島小学4受
ク 2沼田神田公民館

ク 23日須賀公民館松原公民館

ク 26自問問公民豊富富士見公民

館

，y 2'I日中原公民館事国公民館

グ 28B八橋公民館!日四之宮書公

民 館

?- 29目見日付合武E霊場
覆時間・:t:沢、金田、減島、問筒、

豊田町5会場は14持 -15時、その

他「会場は13持30分 -1丹符まで。

滋注意・種痘をしてから2i盟癒すぎ

ていない人は生ワクチンの陸軍用は

苦 7亡、月器用後縄問を受

r， :.....: JU詰 13: 
]3 :港:月咋時・花:
時…:23花)官:
泊ミ . 、.""、
らの門 3010マ
)母公呂 A:E宮 10門

、親民!日以心、時金
門守管宮時信号事)汽
織対 ~~íî 磁 -

:z人象マ l時主主マ y
閉 会 館 港 以 ¥ 言 語 浜 主
婦 .....i副主主上 (山も

民 Aマ主主 mぃ'110料じ
舶会港島重苦若ずポ月理び
〉民婦日入れ l22グ夕、
、留軍人)学もイ日ノレノレ

門(会、級公プ、 i丹 I I 
調毎料マ(民力時フプ
議 i思想港三話ウ)
玉記オ〈教潟、 t、
u 19~詰砂宮司 会

合

霊童行政相談 -・盟盛-事宣伝書官E輔1霊童話語蕩~腎蓮華麗司京総量冨輯lIIIlIIIiI聾

霊童無料法律相談

重量や配ごと椙談

置車醐..事;f遣軍祉団総習指E事i帯輔民認識皇居富田

由理法渇富佐尭監事2霊祭器!Jlli習量臨書臨調荷主務定量流目組

子主税相談 -IIIIIIIIIIIIIII悲喜~~JI襲来豊富温油開E革得議輔謹話臨適量置翻醗

第 168号

!iiE指摘t
i?FEF i」

霊iiiiiiii雰
gj望号5喜5議雲j
3hiiii年iij
ぞまミ言語252害警
;zii号iii!?
むするときは 5B隠再度のあいだを

おくとと。ほかσ7予防接湾につい

ても服用め前後5日関程度はさげ

るJ必要が高る。

日月号で[日四之宮公民館を

1韮基盤霊 10月22日とお知らせし習し

たが、っと『によって10丹
羽田に変更しました。と了承くださ

lハ。

有権者の

登録む申し出

いっても
盟申し出る人・議本選挙λ名簿

からもれた有権者、 6Jl16日以

降平塚へ転入してきた入、 12月

後日以降病20才に逮する人。

罷申し出方法・本人か、同信の

親族がEOかん壱持つ亡甫役所 4

「拷グコ選挙管理委員会事務長予へ。

寮めば高いは管理人でもよい。

霊童建築相談

輔教曹祖談

輔晋歩年椙議

輯影監語置置f君臨翫謹i浸冒醐lb謹酒船主事前海道i場進言語E参議J亜

歯菌語哩属都也官艶低温沼-軍事量(1:':;;ヲ軍靴，'1μ曹司1JI繍酒田副題掴

圏 10月2713(水〉・夕陽ケ丘母子寮

漁業協間総合、須賀公民館、消防団

5分閉庁舎(馬入)。

告書

事覇家躍!思量椙議

霊童発萌考案相談

薗置蹟置窟離陸語凋(Illl;蜜露[~錯錦務調!!:l最適薗橿麗麗

.. 輔醐E轟臨輔i臨輔輔擁護轟轟轟轟輯

盟瞳電胃聾監聾監輔君官軍曹盟関曙轄輯書購輯富喜

あ なたのための相談室で、す。お気がるにご利用ください。

輔離方法などのお開い合わせは、名所管霊祭か文書課広報保へはお 1700-(ft)

鐙 10月28潟(;本)・花水公民館、:a水

会銭、海岸公民館、諏訪町会舘、富

士見公民館。

量豊富寺爾・午前 9時30分~守後4時。

納税は市内寄金融機関で頼り扱います。

(税務部収納隷)
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私
は
仕
事
の
つ
ど
う
で
毎

日
須
賀
の
踏
み
切
り
一
の
地

下
道
堂
一
1
一一一面は

εお
る
。
せ
め

て
こ
こ
か
ら
で
も
道
徳
が
高
揚
さ
れ

¥
れ
ば
と
の
考
え
で
、
と
お
る
た
び

に
お
偶
湧

F語
力
し
て
い
る
。

あ
る
白
、
一
老
人
が
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
盤
題
し
て
い
る
援
を
み
て
、

勇
気
の
あ
る
人
だ
F誠
一
心
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
人
が
い
な
い
と
ヂ
遥
は

乱
れ
る
。
せ
っ
か
く
の
こ
の
努
力
ぞ

み
ご
ろ
し
に
は
で
き
な
い
の
で
、
串

間
部
臨
骨
前
世
間
省
長
に
あ
い
、
対
策
を
申
し

出
た
。
そ
の
翌
日
か
ら
現
任
あ
る
標

識
が
立
ち
な
ら
び
、
受
満
岨
古
匂
大
部
改

替
さ
れ
た
か
の
よ
5
に
思
わ
れ
、
か

の
老
人
も
い
つ
の
間
に
か
そ
の
姿
を

消
じ
た
。

「
自
転
車
は
お
D
て
く
だ
さ
い
」

「
右
側
運
行
を
守
っ
て
く
定
号
い
」

と
あ
る
が
、
自
転
車
を
泰
一
D
な
が
ら

と
お
る
入
、
歩
行
者
で
違
反
す
る
人

は
あ
と
を
た
た
な
い
。
「
危
険
で
す

か
ら
右
側
を
お
歩
き
く
だ
さ
い
」
と

注
蜜
ナ
予
と
「
キ
ョ
ト
ン
」
と
し
て

い
る
人
間
多
い
。
お
分
の
ま
ち
が
い

を
ご
得
ひ
な
い
方
か
標
識
争
議
ん
で

い
な
い
人
た
ち
だ
。
務
い
男
女
は
い

布、場τ3昭和 40年 10月15日

高露軍事専望書
。9月24百没した。

平塚市新こと今主宰776主産地伊藤 索差韮実習豊富章治定富士という。 ζの

銀識さんの家に長15糎ほどの悶 1 とき佐七町は33歳であった。か

弥m如来湾総がある。 f工戸符代[れは皐ilI<宋辻本寸にある自分の害事

の作で業術品としてとりあげる t 提寺東光読書(蹴済宗〕 ρ~人の
}:;;(-;V-tT'l>f_ff'明叶相吋日C~、品冊。似線を納めて篤く供養した。

その後佐七I'sI立引き続き躍帯主

のことが偲ばれる仏である。 に仕えて宏衡を尽していたので

とめ像の合!wiに重量書Bがある。、あるが事保11年47才のとき本多

し理る。ラ討棄す-1王!設を苦手して帰1'1したものらしく

日。施主l!i流遂:[司卑 8Jヲかれは亡き三主人の永代

露。行年t士三。花押。俗名伊藤、茶童謡免として新こと村のうち向い

佼'iむ郊jとよめる。丘1"ぐみの木 @兵衛山@抱ばた

荷量立の系言聾や古記録によると 等にある畑 lli!14畝 15え診を策先

住七宮前広5代毘兵左構内町二望号!守へ捷躍した。そのとき東苅守

で若い績から幕府の土本吾参富助から佐七車問こtIlした永代吉正文に

方に事公し主主流沼E助、らいたく r右は故高fl/Jj韓鯨怒は主力少より

可愛いがられていたらしい。粗野路ちられ葺聖路患の毒事につき去

本多賢岳は回村キ喋γ仁土村毎干の:る十五年以前より当寺f工錦町潟

地主顕であった。新覇軍相星軍慰Eたと;ょげ讃均、れ侯に付草宣言寄宏君若殿こ

書記によると機内U耳苛占鞍買西福寺山永代語草援湯華寄招来専として存度右

にそσコ{¥""l牌iJま宝苦慮されているよ;の熔寄附致され校王若々』と筈き

うである。また邸付の王室称守古代!留められている。

察事情島さんの塞筋肉石主主に本[ 亡き父母のために間数段畿を

多重立の代背であった留がきざま(そなえて供養いその主人的役

れている。 。後はイマ牌を事安しなお爵演出を供

本多EiWJi士雄を信奉した入ち。え永代議花糖とするなど佼七郎

しい。その彫認であろうか伊藤の報窓の混いととろざしに感銘

従七僚も舗を修したたのと恕わ iしないではおられない。

了
承
く
だ
さ
い
。

マ
体
醐
明
日
@
十
一
月
一
一
一
日
〈
女
匂

的
自
〕
十
一
月
二
十
三
日
間
鍛

努
時
間
叫
聞
の
日
〕
一
月
十
玄
日
(

成
人
的
門
口
)

れるつ阿弥陀如無事E録台席。A蚤
認にilヨ荒量産欝と道号iJ'脅かれて

いるととはそれぞ物諮ってい

る。 ζ の滋号を何人から附与さ

れたかわからないが主人本多民

と淘己都霊知、bではなかったろ

うかと脅えられる。

、、
草月地下道の交通

私は 1年間協力もしてきた

人 口 総 数 ・
世事事総数 ・
市域額穣・

人口密度 ー

前月上ヒ 1世帯載 。

秒。 人口増 e 

市街地。 16，∞5人(18，847世帯)

大野地[l'29，899!1 (6，737 

沼地直 6，841Jf (1，582 !I ) 

神殴地区 6，13811 (1，514 l' 

城島地 1，93.6p {360 I! 

金銅池宮 2，624'i (571 ff ) 

土沢地区。 3，770" (617 n i 
陪崎地主目グ (287 I! ) 

金E地g.4，98'61/ (795 ，' 

[40， 9-1 

と
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ん
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け
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い
。
中
年
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人
に
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違
反
者
間
多
い
。
余
計
な
お
世
話

だ
と
い
わ
ん
ば
か
D
の
様
子
、
人
の

さ
し
ず
を
受
け
た
く
な
か
っ
た
ら
、

い
の
だ
と
忠
一
五
。
規
則
は
守
る
、
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
の
が
ほ
ん
と
の

文
犯
人
ひ
ゃ
な
い
#
父
子
っ
か
。

い
つ
か
こ
こ
で
巡
濠
に
設
由
属
し
た
ら

領
を
か
い
て
掲
示
に
従
っ
て
く
れ
た

こ
れ
な
ど
お
愛
き
ょ
う
三
一
も
い
え
る

な
か
に
は
「
ナ
品
ま
せ
ん
」
と
あ
や

ま
っ
て
お
側
へ
そ
っ
と
は
い
っ
て
い

く
人
も
あ
る
。

先
役
、
わ
が
老
人
会
に
交
適
一
整
理
に

一
役
を
ξ
箆
忽
の
帽
酬
が
渡
さ
れ
た
。

私
も
弱
気
づ
け
ら
れ
て
、
い
ま
だ
に

〈
水
田
耕
一
@
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)

マ
変
わ
D
ゆ
く
婦
人
労
議
(
大
羽
掛

子
・
東
洋
絞
済
鋲
報
社
〉
¥
マ
美
m

巡
払
(
国
阿
部
伊
都
子
s

新
潮
社
〉
、

竹

v住
み
カ
の
記
(
桜
山
外
一
一
一
・

春
秋
新
社
)
、
マ
磁
い
落
日

間
開
治
・
文
芸
審
荻
新
社
)

しミ

あt，;:たの知る銃砲に、よ

い行ないをした青少年明

f20::tまで)がい，たら、

名・年令・住所・

たは勤務先・捻3害
お紛らせ〈ださい@推薦

議の住所氏名 D明記のこ

と。日限を向いません。

広〈市民の推薦をおまち

Lます。

を

よ

る
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